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「宅地建物取引業法」並びに「都市計画法」の改正に伴い、平成３０年４月１日より、レイ

ンズの物件情報項目を、以下の通り変更いたします。 

 

１．「用途地域」に【田園住居地域】を新たに追加します 

 

２．「設備・条件」に以下の４項目を新たに追加します 

追加項目名（レインズ上の項目名） 

対象物件種別 

売物件 賃貸物件 

戸建 ﾏﾝｼｮﾝ 戸建 ﾏﾝｼｮﾝ 

【建物状況調査結果報告書】 ○ ○ ○ ○ 

【セーフティネット住宅】   ○ ○ 

【セーフティネット住宅（専用）】   ○ ○ 

【安心Ｒ住宅】 ○ ○   

  

＜各項目の定義＞ 

項目名 定義 

【建物状況調査結果報告書】 宅建業法に規定する建物状況調査を実施した結果の内容が記載され

た書類が存在する。 

※定義が変更となりますので、既に登録物件の内容は、適宜変更願

います。（次ページ参照） 

【セーフティネット住宅（要配慮者入居

可住宅（要配慮者専用住宅を除く））】 

※レインズ上の項目名は【セーフティネッ

ト住宅】 

１．改正住宅セーフティネット法に基づき、住宅確保要配慮者（※）

の入居を受け入れる住宅として都道府県等の登録を受けている。（住

宅確保要配慮者以外の者も入居可能） 

※高齢者、障害者、低額所得者等、同法に規定される者。なお、入

居を受け入れる住宅確保要配慮者の範囲は、事業者が決定。 

【セーフティネット住宅（要配慮者専用

住宅）】 

※レインズ上の項目名は【セーフティネッ

ト住宅（専用）】 

２．改正住宅セーフティネット法に基づき、住宅確保要配慮者（※）

のみが入居できる住宅として都道府県等の登録を受けている。 

※高齢者、障害者、低額所得者等、同法に規定される者。なお、入

居できる住宅確保要配慮者の範囲は、事業者が決定。 

【安心Ｒ住宅】 ・特定既存住宅情報提供事業者団体登録規程に規定する安心Ｒ住宅

の基準に適合すること等を記載した書面（安心Ｒ住宅調査報告書）

が存在する。 

 



３．「設備・条件」の既存項目【建築士等の建物検査報告書】を以下の通り変更します 

  ※定義が変更となりますので、既に登録物件の内容は、適宜変更願います。 

 項目名 定義 

変
更
後 

【建築士等の建物検査報告書（建

物状況調査結果報告書を除く】 

※レインズ上の項目名は【建築士等

の建物検査報告書】のまま変更なし 

１年以内に、インスペクター講習団体（※１）の登録を受けた者（※

２）または建築士（※３）または建築施工管理技士（※４）が行っ

た建物検査結果の書面が存在する。※中古住宅物件のみ登録可 

※１．長期優良住宅リフォーム推進事業のためのインスペクター講

習団体として届け出したもの。 

※２．建築士（一級建築士、二級建築士、木造建築士）または建築

施工管理技士（１級建築施工管理技士、２級建築施工管理技士）の

資格を有する者に限る。 

※３．一級建築士、二級建築士、木造建築士。 

※４．１級建築施工管理技士、２級建築施工管理技士。 

変
更
前 

【建築士等の建物検査報告書】 １年以内に、インスペクター講習団体（長期優良住宅化リフォーム

推進事業のためのインスペクター講習団体として届け出した者）の

登録を受けた者（建築士（一級建築士、二級建築士、木造建築士）

または建築施工管理技士（１級建築施工管理技士、２級建築施工管

理技士）資格を有するものに限る）が行った建物検査結果書面が存

在する。 

ただし、当面の間は、「１年以内に、自ら売主ではない建築士（一級

建築士、二級建築士、木造建築士）または建築施工管理技士（１級

建築施工管理技士、２級建築施工管理技士）が実施し、国土交通省

が平成２５年６月に公表した「既存住宅インスペクション・ガイド

ライン」に則している旨の記載がある建物検査結果書面が存在する

場合」も可とする。 

＜変更後の画面イメージ（設備・条件検索画面）＞ 

●売マンション 

 

 

 

 

 

●賃貸マンション 
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